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電 子 出 版 と は

電 子 出版という言 葉が 使 わ れはじめて

10数年が 経過した。電 子出 版は、広義 に

はＤＴＰ(デ スクトップ･ パブリジンク) から

CD-ROM 出版 まで､ 出 版に電 子 的なもの

を介在させる 各種 の仕組 みを指している。

ＤＴＰは、Adobe 社 が吸 収合 併したAldus

社 が｢PageMaker｣ と共 に流 行らせ た言

葉である。ＤＴＰを推 進したの がSeybold

セミナーという展 示 会で､ 一年 に21111アメリ

カの西 海岸と東 海岸 で 開催されるこの 催

しでは､5､6 年 前までPostScript やSGML

とい う単 語 が 飛 び 交ってい た。しかし 、

Seybold セミナーも印 刷のコンピュータ化

につい てはす べてをやり尽くしたようで､ 数

年前 からデ ザ イナー、ロジャー･ブラックを

セミナ ー議長としてWeb Publishing に 傾

注しはじめた。

Web Publishing は 、ホームペ ージ自 体

を出版物と見なす 考え方 で､Seybold セ

ミナーは､ ホームペ ージのデザ インやJava 、

Dynamic ＨＴＭＬを 使った 動くペ ージ の

制作などをテーマにして、インター ネット系

の 展示 会として再生した。

CD-ROM を 使 った 電 子 出 版

CD-ROM という大量 生 産が容 易で低 価

格の大 容量デ バイスを使用した出版も、米

閥で は、マ イクロソフトの統 合 辞 書 ソフト

｢BookShelf｣ や 百科 事 典｢Encarta｣ が

Windows と共に 登場し、パソコン本体 や

Office製品へ の バンド ルで､ 瞬く間に市 場

を席捲してしまった。また、書籍 の電 子 化

ではなく、オリジナルのCD-ROM 出 版物作

りを進めたVoyager 社の美 術や 音 楽系 の

製品群 は高い 評価 を得た。

日本では､ 富 士通が 推進 するEPWING

やＳＯＮＹがプレイヤー(読 書端 末) を製造

する電 子ブックというＣＤ-ＲＯＭ 出 版の 標

準 化団 体が 、出 版 社 や 印 刷 会 社と 一緒

に、辞書系 出 版物 の電 子化 を推 進し、10

種類ほどの英 和辞 典をユ ーザが 選択でき

るほどの 市場を作り上げ た。

イ ン タ ー ネ ット を 使 っ た 電 子 出 版

こ のような 電 子 出 版 に1998 年 、転 機 が

訪 れ る 。

米 国 で は 、10 月 にNIST  (National

Institute of Standards and Technology)

が インター ネットか ら の 書 籍 の ダ ウンロ ード

販 売 や 読 書 端 末を 計 画して い る 会 礼 を 集

め て 仕 様 統 一を 迫 った 。NIST は 日 本 で は

工 業 技 術 院 に 相 肖 す る政 府 機 関 で､ そ こ

が[1 本 流 の やりか た で インター ネット 出 版

の 標 準 化 を推 進 しつ つ あ る。

11 月 の 世 界 最 人 の コンピ ュ ー タ艇 示 会

Comdex Fall で は 、マ イクロ ソフト の ピ

ル ・ ゲ イ ツ 会 長 が 、｢Open ｅＢｏｏｋ｣ や

｢ClearType｣ に つ い て 説 明し た 。

Open eBook は 、イン ター ネット出 版 の

デ ータフ ォー マットで､[Free  &  Open] の

思 想 に 基 づ き囗999 年5 月に は 暫 定 仕 様 が

一般 に 公 開 さ れ た 。

CiearType は 、画 而 を 紙 面 に 近 づ け る

た め のフ ォント表 示 技 術 で､TrueType と

い うWindows で 採 川 さ れて い る文 字 デ ー

タ形 式 とそ の 表 示 エ ンジ ンを 拡 張 して、高

桁 細 な 文 字 表 示 を 実 現 してい る 。

ビ ル･ ゲ イツ 会 長 は スピ ーチ の 中 で､ Ｏｎ

Screen､On Paper とい う表 現 で､ 紙 面 か

ら 画 面 へ の 移 行 を 推 進 す ることを 表 明 し

た 。 今 、我 々 は 紙 面 で 新 聞 や 雑 誌､ 書 籍

など を 読 んで い るが､ こ れらを徐 々に 、イン

ター ネット上 に 移 行しようとい う提 案 であ る。

11 本 で は 、1998 年10 月 に 電 子 書 籍 コン

ソ ーシ アムとい う、衛 星 を 使 っ た 書 籍 配 信

の 実 験 プ ロ ジェクトが通 産 省 の 後 援 で スタ

ートした 。 計 画 で は 、2000 年3 月 の 実 証 実

験 終 了 まで に 、5000 冊 の 書 籍 を キ オ ス ク

(販 売 端 末) 経 由 で 購 入可 能 とし 、175dpi

とい う 高 精 細 液 品 を 使 った 読 書 端 末 で こ

れを 読 もうとい う計 両 で あ る。 実 験 段 階 で

は 、日 本 が 世 界 に 誇 る 文 化 で あ る｢ コミッ

ク本｣ を 画 像 デ ー タとして 扱 うが､ 実 験 とは

別 の ビ ジ ネスとして､ テキ ストデ ータの 配 信

も検 討 してい る 。

1998 年 のこ の電r･ 出 版 の 大 変 革 が な ぜ

始 まった か とい えば 、インター ネットの 急 速

な進歩 が最大 の 要囚である。 ＣＤ-ＲＯＭ は

単 なる媒 体でしかないが､ インターネットは

仕 組 み そ の もの であ る。 新 聞や 雑 誌 な

ど即時性 が求 められるメディアには最適 だ

し 、私小 説を 読 むことと、日記 サ イトを 覗

くことには 、行為としての 隔 たりはない 。

電 子 出 版 の 今 後

ソフトウェアと違 い 、出 版物 の 著 者はコ

ンピュータにつ い ての警 戒 心が 非 常 に強

い。バ ージョンアップ や サ ポートが 不要 の

世 界でコピーが氾 濫す れば 著者にとっては

死 活 問 題だからだ。しかし、インターネット

が常 に繋 がっている環境 と暗 号 技術 とマ

シンID があ れば､ デ ータのコピ ーを防ぐこ

とが でき、図 書 館のような本 の 貸し借りの

仕 組 みも構 築 できる。

ということで､ 今後、書籍 の電 子化 が推

進 されることになる。すでにVoyager 社 の

T-Time や 凸 版 印 刷 のBook Jacket とい

う読書ソフトが 入手 可 能であり、今後 、多

くの読書 端末や 読書ソフトが発 表される予

定 で ある。米 国 で は、Rocket eBook や

Soft Book とい う読 書 端 末 が 販 売 さ れ、

Rocket eBook 用 の 電 子 書 籍 は 、人 手

書 店 チ ェ ーン の オン ラ イン 版 で あ る 、

Barnesandnoble.com  (http:// ｗｗｗ.

barnesandnoble.com) で販売 されている。

イン ター ネット上 で 多くの支 持 を 得 てい

る、Adobe の 画 面表 示 用の組 み 版フォー

マットであるＰＤＦを使 川した 読書端 末も発

表されており、これ から数年 は、各種 のデ

ータ形式 の 標準 化や データ配 信の仕 組 み

が 提案 されるであろう。

また、CD-ROM で提 供されている辞書

も、今 後、インターネット上 の 辞書引 きサ ー

ビ スに進 化していくと思 われる。

参 考URL

｢ 電 子 出 版リン ク集｣(httP:// ｗｗｗ.ｅst.cｏ･XP/ks

/dish)に多 数 のリンクが解 説 付きで入っているo

(下 川和 男　 株式 会 社 イースト)
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